
資料① 港区の被保険者の現状 
 

項目 数値 時点・備考 
被保険者数 46,980 人 R8.5.29 
被保険者世帯数 36,449 世帯 〃 
 うち、擬制世帯主数 5,667 世帯 〃 
被保険者世帯数(40 歳未満) 9,326 世帯 〃 
※全被保険者に占める 40歳未満の被保険者の割合 30.29%  
滞納者数 13,292 人 R6.12 
滞納者数(40 歳未満) 6,099 人 〃 
※滞納者に占める 40歳未満の被保険者の割合 45.88%  
未申告世帯数 約 7,800 世帯  
均等割適用世帯数 20,003 世帯 R7.3.31 
 7 割 15,247 世帯  
 5 割 2,712 世帯  
 2 割 2,044 世帯  
所得別(100 万円以下)  R6.6 
 0 万円 18,885 世帯 ※未申告者、年金生活者 
 ～100 万円 5,856 世帯  
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資料② 国民健康保険料(税)の収納率(令和 5 年度 市町村国保) 
<世帯の所得階級別、世帯主の年齢階級別> 単位:% 
 

所得階級 合計 25 歳未満 25 歳～34 歳 
35 歳～
44 歳 

45 歳～
54 歳 

55 歳～
64 歳 

65 歳～
74 歳 

合計 94.8 75.1 79.5 88.3 90.1 93.7 98.7 
所得なし 90.8 83.4 77.7 81.5 87.0 92.8 97.2 
～30 万円未満 92.2 89.7 72.8 80.4 83.2 93.7 98.5 
30 万円以上～50万円
未満 92.5 70.1 75.2 89.8 87.6 91.6 96.8 

50 万円以上～100万
円未満 94.2 69.4 77.8 84.0 88.9 91.1 98.2 

100 万円以上～200万
円未満 95.3 76.7 77.5 87.3 86.3 92.9 98.8 

200 万円以上～300万
円未満 95.6 84.9 85.4 88.4 89.1 93.3 99.1 

300 万円以上～500万
円未満 96.6 96.6 88.8 91.0 94.9 96.3 99.0 

500 万円以上 97.7 70.7 92.6 97.8 95.2 97.7 99.3 
所得不詳(未申告) 67.0 41.3 43.4 53.0 67.4 69.7 90.8 
 
(注)1. 本表は令和 6年 9月末現在の国保世帯における令和 5年度保険料(税)収納率を集計したものである。 
2. 世帯主の年齢は令和 6年 9月末現在、世帯の所得は令和 5年のものである。 
3. 本表は擬制世帯を除いて集計している。 
4. 本表は被調査世帯のうち、前年度 1年間継続して当該保険者の世帯であった世帯について集計しているため、国民健康保険事業年報における収納率の算出方法とは異なっている。 
 
 



 

資料③ 従来モデルの限界 
● 徴収強化モデルの限界 
差押を主体とする従来の徴収モデルは、財産がある滞納者には効果的であっても、財産の無い滞納者には成果が出に

くい施策です。 

● 増大するコストと非効率性 
調査や手続きに多くの時間と資源を使い、差押を強化することによっても収納率は容易に改善せず、行政コストが増

加しています。 

● 被保険者との関係悪化 
当課では実施しておりませんが、低所得者に対する家財差押などの過度の強制執行は被保険者の信頼を損ね、行政不

信を招く恐れもあります。 

● 新たな視点の必要性 
徴収モデルの限界を補い、効果的な層を見極める全体最適のアプローチが必要です。 
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